
 
 

数量の関係理解のための練習教具「算数カード遊び」 

数量関係に関する調査結果において，多くの児童は倍だけでなく差による数量関係においても，言語表現から数量関

係を注意深く読み取ったり，大小関係を図表現して考えたりすることなしに「何倍」「多い」「少ない」等の言葉だけを

拾って演算決定してしまう傾向があり，数量の関係を理解しているとは言い難い実態があった． 

そこで筆者ら 1)は，倍や割合の関係を正しく捉える以前の段階として「差」による大小関係を正しく捉えることが重

要であると考え，一方からみたときの大小関係の表現は他方からみたときの逆になる，どちらについて（何をもとに）

説明しているかを注意深く考えるという思考習慣をつけることを目的とした教材，すなわち言語表現と図表現を結び付

けて数量の関係をイメージしやすくなるような「算数カルタ」を 2011 年から開発してきた 2)．これまでの実験では，数

量関係を言語表現や図から読み取るこつを見出し数量の関係をイメージできるようになった児童も見られ，一定の成果

を得ることができた．教材の使用方法についても実験を重ね，「算数カード遊び」としてリニューアルした． 
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基準量が異なる 

言語表現 

分数倍を学習して

いない学年でも 

使用可能 

●●●●● 算数カード遊びの特徴 ●●● 
 

・読み方の工夫により，難易度が変化する楽しさがある． 

（「赤の数は＿青の数より＿＿１少ない」「赤の数は＿青の数より１＿＿少ない」等） 

・テレビ，タブレット等の活用により，「聞いてとる」（音声情報）だけでなく，「読んでとる」（文字情報）活動が可能である． 

・一人，ペア，グループなど様々な人数での活動ができる 

・複数パターンの絵札（９枚セット）があるため，継続した活動をしても飽きずに活動することができる．  

（カードの裏面に色と記号のマークがあるため片付けが容易） 

・複数セットを使って活動すると正解のカードも複数枚になるため，正解カードを探し続ける楽しさがある． 

・読み手と取り手の２人で活動することにより，取り手がじっくり考えることができる． 

 

数が多いものは 

1 対１対応を 

視覚化 

 

 

対応番号つき t  

【数量の関係理解に向けて】 全国学力・学習状況調査の結果

からも，問題の場面から基準量 

と比較量を的確に捉えるために，

数量の関係を図から読み取った

り，図に表したりすることが課題

であることがわかる． 

（正答率は 34.3％） 

平成 24 年度全国学力・学習状況調査 A 問題 
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